














7 ァム・ 7 ァデル
本稿では宿命の女、死、堕地獄と魂の救済というテーマを通して『断章』の全体
像に迫りたい。






がoJ (v. 1l 1-112) とマリーは自らのことを語る。彼女は罪と恥辱にまみれてはい
るが、それはすべて自分の中にある愛の本能のせいだというのである。また生涯
を顧みて、「私は芳しい香りに包まれて生きてきた。/そして酔い痴れた足取りの










テキスト . Th鰾tre 1 , “ La Pl駟ade ), 1967 (i'独立評論」版に拠った箇所もある)。
(略号) Po: αuvre 抑制que， “ La Pl駟ade )), 1967. Th 1 : Th鰾tre 1. Pl': æu仰s el1 þrose, 
“ La Pl駟ade ))・ 1965 目
1) Gallia , N・32 ， 1993 , pp. 19-29. 
2 )世紀末のサロメ伝説の成り立ちについてはプラーツの著書に詳しい (M. Praz , La Clwil'. I 
mort et le diable dωlS la litt駑lure du 19' si鐵le. Le romanlisme noiT, trad. par C.T. Pasquali , Deｭ



















において、王女が人々の前で演じる「名高き麗しの淑女J (Th /, 67) にその忠実
な反映を認めることができる。この女性は「詩句を歌いつつ、川に沿って」歩く











seuse aux pieds ivr自分とでは全く趣きが違う。マリーの踊り子のイメージの源
3) Cf. ibid. , ch. 4 ・“ La belle dame sans merci 妙
4) Petit, Le Premier J)rame de Claudel , pp. 83-88 













りが喚起されている (Po ， 231) 。同じく、『聖寵であるミューズ』の中でも、詩的
陶酔の比聡として、ブドウを踏みしだき、その「蒸気J =香りにのぼせ上がる人
のイメージが用いられている (Po ， 264) 。また、『都市」第一稿の中で、詩人クー
ヴルが自らの主宰するバッコスの祭りを語るにあたって、春の光景を提示し、「香














陶酔J (Po , 233) という表現が見られるし、『聖寵であるミューズ』では「詩的陶
















に捉えられている! / (...) /おお、今の私は笑い、転がり、根こぎにされてい
る。下から波の翼に運ばれるように、背中を光の実体そのものに支えられて! J 
























背骨に達するほどに深く差し込まれるがいい! J (v .126-127) と、誰かに剣で刺し
殺されることを予測している D















(第 l 場)から、第 2 場では次第に夜が更けていく。
第 2 場の初めで、外の様子を尋ねたマリーにアンリは夜になったこと、「白菊の










































まず、パes Fils de la Fosse "は地獄の悪鬼達を指すものと思われる。仏語の
fosse に地獄という語義はないものの、英語で fosse に当たる pit は hell (地獄)
を指す言葉である。また、ダンテの地獄の第 8 圏は 10の bolgia に分割されている





一方、「赦しをも打ち砕く罪J (v .104) の意識に戦くマリーもまた、堕地獄へと
運命づけられている。アンリを死に導くことになったマリーは、自らを「死の門」
(v.107) と定義づけているが、これは『神曲』に描かれた地獄の門に通じるもの
7) Petit , op. cit. , pp. 33-34. 








































































9) Petit, op. cit. , p.69. 





































13) 14) 同上、 pp. 203-204 et pp. 197-2040 
24 
興味」からであり、カトリックの儀式から「刺激」を得て「何かデカダンな作品
でも書く材料」を探すためであった (Pr ， 1009-1010) としているが、当時の彼の
文学的アプローチがデカダンの態度であったことに留意する必要があろう。そし
て『夫折」に続く r黄金の頭』、『都市』には1886年から 1890年に至る回心劇と共
に、アンドロギ、ユヌス、同性愛、サデイズム、異教的秘儀といった世紀末デカダ
ンスのテーマが通奏低音のように響いていることも忘れてはならない。
『夫折』と『真昼」との関係についてはこの試論とは別に改めて詳しく論じた
し '0
(大阪大学博士課程1979年修了)
守b
